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（鹿児島県人権啓発キャラクター）

鹿児島県教育カウンセラー協会代表
上級教育カウンセラー 石塚勝郎

（わけへだてなく）

子どもの心に寄り添って

１ リチュアル

２ ひと言

３ 学びたいこと

（３） 教師としての基本姿勢（哲学）

（１） 人権や人権問題について（基礎基本）

（２） 人権が尊重され,人権問題のない社会（学校）づくり

Ⅰ はじめに

Ⅱ 人権とは

○ すべての人間が生まれながらにしてもっている権利

○ 人間が人間らしくいきていくための，誰からも侵されない基本的
な権利

○ 個人として尊重され,安全で安心して生活を送るために欠くこと
のできない権利

○ 人権の尊重は人類普遍の原理であり,基本的人権の尊重は，
日本国憲法の基本理念の一つとして,すべての国民に保障された
もの

鹿児島県人権教育・啓発基本計画（２次改訂 P3）
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○ 人を排除（仲間はずしに）すること

○ 人を軽蔑（ばかに）すること

○ 人に傷害（傷）を与える（いじめる）こと

Ⅲ 人権問題（差別）とは

人の心や体を傷つけること

人の価値を認めないこと

人の平等性を侵すこと

―基本的人権の根幹にあるプリンシプル（原理・原則）―

奪ってはならない 侵してはならない 傷つけてはならない

４ 障害者

１ さまざまな人権課題

３ 高齢者２ 子ども

６ 外国人

５ 同和問題１ 女性

９ 犯罪被害者等

７ ＨＩＶ感染者等

10 インターネット等による人権侵害

８ ハンセン病患者・元患者等

１２ 災害被災者
１３ ＬＧＢＴ

１１ 北朝鮮当局による拉致問題等

１５ アイヌの人・・・・・１４ 刑を終えて出所した人

・ 個々の人権課題に対する正しい認識と理解

・ 人権侵害のない社会の実現に向けた積極的取り組み

⑥ 子どもの貧困

② 虐 待

③ 体 罰

親が子を，大人が子どもを

セクハラ，パワハラ，モラハラ・・・

子ども（友だち）同士で

教師が子どもを，大人が子どもを

２ 繰り返される子どもの人権侵害

④ インターネット等による人権侵害

⑤ 性 同 一 性 障 害 （ＬＧＢＴ）

⑨ いやが らせ

部落差別

ＳＮＳ・・・

理解・認識

貧しい生活から

援助交際，強制わいせつ

① い じめ問題

⑧ 性 的 被 害

⑦ 同 和 問 題
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Ⅳ 人権同和問題をなくするために

自己認識

１ 人権問題に対する正しい認識と理解を

自分自身の中に潜む差別心に気づき，
差別される人の思いをわかり寄り添う

① 自らの差別心を認識し

〇 差別される人の思いを理解し寄り添う

② 被差別者の思いを理解し寄り添う

〇 自分の心にも人を差別する心が潜んでいる

「だれのこころにも」

「木の皿」

２ みんなで一緒に生きていく（共生する）心を

自らの人権を大切にすると共に，人の
人権を侵害しないという自分づくり 自己啓発

（１） 思いやりの心を持って人と接する

（２） 相手の立場に立って人と接する

（３） 人の心の痛みに寄り添って

「島田洋七」

「森繁久彌」

「世論の例」

３ 人に訴える（人権同和教育）

自己啓発（自分づくり）の姿を通して人に
訴える

（１） 人権同和教育の時間に

（２） すべての教育活動の中で

他者啓発

（３） 自分の姿（言動）を通して



2022/6/10

4

Ⅴ 学校教育における人権同和教育

すべての学校で
すべての教職員が
すべての児童生徒を対象に
すべての教育活動を通して行う

お互いに同僚性を発揮し
てチーム学校として学校
をあげて人権同和教育に
当たる

１ 学校においては

○ 人権に関する正しい理解と認識を深め，人権感覚を高め
て，子どもの心に寄り添う人権教育を

① クラスメートの気持ちを代弁できる。
②無理強いをするクラスメートに「やめろよ」と言える仲間がいる。
③ クラスメートをかばう仲間がいる。
④困っているクラスメートを見ると援助する仲間がいる。
⑤一人ぼっちのクラスメートがいるとそばに寄り添う仲間がいる。
⑥元気のないクラスメートを見ると声をかける仲間がいる。・・・

○ ルールとリレーションが確立し，お互いが補助自我となっている
○不登校，いじめ，非行，学級崩壊などのない学級

２ 凝集性のある学級づくり

３ 子どもの心に寄り添って（基本姿勢）

・ 伊藤茂光 「校長ありき」 （神楽子治） 部落問題研究所

（人権）同和教育は，知識に非ず，理屈に非ず，況や術に非ず，
読み方（国語）や算術（算数・数学）は，知識の伝授を主とするが，
（人権）同和教育は，信念を腹から腹へ移すなり。

人を賤視差別してはならぬといくら言うても，躬行しなければ，何
の役にも立たぬ。

○ 優勝なんか欲しくない。君たちの人間性がほしい。 「高校生」

① 信念（自らの生き方）を持って

○ 信念を腹から腹へ移すなり
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〇 命の響き合い（参考資料）

〇 今なら言えるありがとう（小２作文）

② 深い教育愛を

③ 子どもの心を見ぬく目と心を

④ 子どもの味方となって

○ 縁を生かす（参考資料）

○ ポケットの中のにぎりこぶし

「教師の心」

「児童生徒理解」

「中２男の例」

「味方意識」

４ 自己肯定感を育む三つの言葉かけ

○ いいところ探し

・ 子どもの良いところに視点をあてた言葉をかける。

「きのうは野球で疲れていたのに，よく宿題できたなあ」

○ リフレーミング

・ 子どもの見方，考え方に対する意味を変えて言葉をかける。

「ぼくは，せっかちだといつも言われるんですよ。」
→「そうか，君は活発で行動力があるんだよ。」

○ 勇 気づ け

・ 子どもの勇気を育む（ほめる，勇気づける）言葉をかける。

「ありがとう（感謝），うれしいよ（喜び），助かったよ（お礼），すごいなあ
（尊敬）・・・など」

Ⅶ お わ り に

〇 わけへだてなく

御清聴あ り が と う ご ざ い ま し た

＜参考資料＞
・鹿児島県人権教育・啓発基本計画―鹿児島県
・なくそう差別，築こう明るい社会―鹿児島県教育委員会（H23～H30）
・心に響く小さな物語―藤尾秀昭（致知出版）
・校長ありき―神楽子治（部落問題研究所）
・佐賀のがばいばあちゃん―島田洋七（徳間文庫）
・いのちの響き合い―池水浩三郎（高城書房）
・母のいのち子のいのち―東井義雄（探求社）
・孫への語り置き―川邊盛幹（高城書房）

（体験から）
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